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感染者・感染症状のある患者様の状況報告
【　東病棟　】　C型肝炎（＋）1名，嘔吐・発熱・下痢なし。
【　西病棟　】　梅毒（＋）1名，発熱,下痢・嘔吐なし。

【　北病棟　】　梅毒（＋）2名，B型肝炎（＋）2名。発熱・下痢・嘔吐なし。
【　南病棟　】　B型肝炎（＋）3名，C型肝炎（＋）1名，発熱1名，褥創1名。
【　青陽館　】　C型肝炎（＋）1名，発熱2名,下痢・嘔吐なし。

【　南山苑　】　B型肝炎（＋）1名，褥瘡4名，発熱1～2名程度（褥瘡感染症によるもの）

　　　　　　　　疥癬疑い者2階：7名、3階：3名。
【　南陽館　】　B型肝炎（＋）1名, C型肝炎（＋）1名，梅毒（＋）1名
【　南寿の里　】　発熱・下痢・嘔吐なし。
サーベイランスについて

· 未入力部署→なし

· 今後も定期的な入力をお願いします。

サーベイランスデータ入力方法の見直しについて

◆感染者人数に日によってばらつきがあり、正確なサーベイランスとなっていないため、データの入力方法について見直しを行った。

· 誰が何の感染症なのか全員が把握するために、診療録の最初のページ（入院診療録）に赤字で感染症の有無を記載してはどうか？

· 操作ミスを無くする為に、人数だけでなく感染者氏名を入力する欄を設けてみてはどうか？

· 日誌に、その日の感染者の名前を載せてはどうか？

＜決定事項＞

①診療録の「入院診療録（オレンジ色）」の右上に赤マジックで感染症名を明記する。
（担当：感染委員長）

　→診療録を見て、直ぐに感染症の有無を確認出来るようにする為
②管理日誌の患者動静報告内の「感染情報」の下に1列欄を増やし、感染者名を明記（入力）する。

　→人数だけでなく感染者名を把握することで、スタッフ自身の感染防御に繋がると考えた為

（②によって、モーニングミーティング時の「感染情報」画面に人数だけでなく、感染者名も反映されることになる。）

施設巡視結果（10月分）について
→巡視場所：青南病院

・東病棟→ハンドソープ容器に詰替え日付がない。非感染性のゴミ箱が溢れている。口腔ケアセットが不衛生であり管理方法の見直し必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・北病棟→男性用トイレの尿臭がする。

施設巡視（11月分）について

・巡視施設：南山苑
担当者：久保奈々美さん、小田桐晴美さん、橘康仁さんです。
※巡視日程が決まり次第、担当者へご連絡します。
インフルエンザ予防接種の実施について

【青南病院】

・病院はインフルエンザ予防接種を終了している。

・未接種の職員は後日接種予定とする。（委員長へ連絡する事）

【南山苑】

・インフルエンザ予防接種を進めている。まだ連絡が付かない家族へは再度電話連絡していく。
【南陽館】
· 今シーズンは、かかりつけ医にて接種を依頼しており、接種後は接種済み証を持参してもらい、確認を取っていく。

【南寿の里】
・18名中17名は青南病院にて実施予定

職員がインフルエンザ・ノロウイルス等に罹患した時の対応について

○インフルエンザの場合

本人・家族の場合：解熱後2日間は出勤不可→今後見直しが必要である。

○感染性胃腸炎の場合

本人の場合：症状落ち着いてから2日間は出勤不可。

家族の場合：勤務制限は特にない。

○差し入れについて

・面会等の調理済みの差し入れは控えて頂くようにしたほうが良い。

＜次回開催予定＞

平成26年12月11日（木）15：30～

議事録担当は、松川智恵子さんの予定です。































